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茂原市では、平成2年12月25日に「平和都市宣言」を行い、

平和な社会を築き上げ、次代に引き継ごうと努めています。

本年も、茂原市立図書館入口にて「ヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター」

の展示を行います。また展示コーナーでは、ヒロシマ・ナガサキや原爆、

戦争、平和に関する資料展示も併せて行います。

館内のサイネージでは、「こどもたちによる平和なまち絵画コンテスト」

入賞作品を流しますので、ぜひご覧ください。

ヒロシマ・ナガサキ

８/４（火）～８/２３（日）

原爆写真ポスター展

場所：茂原市立図書館

茂原ショッピングプラザアスモ2階

10時～19時

※写真は昨年度開催のもの

※写真は昨年度開催のものです



　　　

茂原市立図書館

定例行事のご案内

『おはなし会』※ 第１・２・４土曜日

日時：8月1日(土)、22日(土)

対象：３歳児以上 14時～14時30分

内容：絵本の読み聞かせ、紙芝居など

詳細は図書館にお問い合わせください。

『ショート託児サービス』※第１・２・４火曜日

日時：8月4日(火)、１1日(火)、２5日(火)

10時～14時

対象：図書館カードをお持ちの方のお子様で、生後６ヵ月～未就学児

内容：小さいお子様のいる保護者に、ゆっくり本選びと読書を

楽しんでもらうサービスです。保育士がお子様をお預かりします。

『赤ちゃんといっしょのおはなし会』 ※ 第３火曜日

日時：8月18日（火）10時30分～11時 （定員）7組程度

対象：０～２歳児及び保護者

内容：手あそびうた、わらべうた、赤ちゃんえほんのよみきかせ♪

『映画会』※ 第３土曜日

日時：8月１5日（土）

14時～14時30分

対象：３歳児以上
詳細は図書館にお問い合わせください。
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～編集後記～
今年の夏も厳しい暑さですが、みなさん熱中症対策はされていますか？図書館の中での飲食は禁止と

なっておりますが、飲み物に関しては零れないように蓋が付いているものでしたら持ち込み可能ですので、

無理をせず水分を摂ってくださいね。（Ｔ）

監 督 ： 黒木和雄 出 演 ： 宮沢りえ 原田芳雄 浅野忠信 他

上映時間 ： 99分

原爆の投下から3年が経った広島、

自分だけが生き残ってしまった・・・と負い目を感じながら生きる娘と幽霊となり現

れた父との温かな交流を描く人間ドラマ。

原作は、井上ひさしの同名戯曲。

８月１５日 〔土〕

会 場 ASMO劇場 （茂原ショッピングプラザアスモ内）

申込方法 ８ 月 ３ 日 （月） １１：00 ～

茂原市立図書館カウンターにて受付
定 員 １００名 （入場無料）

（開場13：30）
14：00～15：45

父と暮せば

大人のための映画

日 時

７・８月 一般展示

「夏を楽しもう Enjoy Summer!」

一般展示では、夏をテーマにした小説や

アウトドア関連本、旅行本や写真集等といった

夏を感じられる本を集めました。

ぜひ、お手に取って見てください♪
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密教の教科書 成り立ちや教えがわかればもっと興味深い!

秘密の教えは誰にでもひらかれている。密教の基本から、歴史、仏様と曼荼羅、儀礼と

年中行事、名僧列伝まで、難解でありながら身近な信仰でもある密教を、イラストでわか

りやすく解説する。

188.5 /ｼ 渋谷申博//著 ナツメ社

知らなくても味わえる漢詩

漢詩ってこんなにおもしろいのか! 教科書にも載っている杜甫、李白、白居易といった代

表的な詩人の有名作品を中心に、彼らに関連する人の作品や、有名ではないけれどお

もしろい漢詩などを紹介する。

921/ﾔ 安田登//著 NHK出版

特捜取調室 『国家の罠』20年目の再対決

かつて「尊敬すべき敵」として向き合った外務省職員・佐藤優と特捜検事・西村尚芳が、

20年の時を経て対峙。検察不祥事はなぜ起こるか。特捜検察は必要か。今だから話せ

る驚きの本音と手の内とは。前代未聞の検察論。

327.1/ｻ 佐藤優//著，西村尚芳//著 新潮社

虎と月

父は虎になった。幼いぼくと母を残して。父がどうして虎になったのかを知りたい。それ

が波瀾万丈にして、不思議な旅の始まりだった…。中島敦「山月記」を、大胆な解釈で生

まれ変わらせた新感覚ミステリ。

Bﾔﾅｷﾞ 柳広司//著 KADOKAWA

いろいろ色のはじまり

宝石の青、花の赤、毒の緑、貝の紫…。鉱物を愛する化学者が、自然の中から集

めたモノで色をつくりながら、色の歴史と化学のあゆみを案内する、摩訶不思議な

色のお話。ポスター付き。

57  田中陵二//文・写真 福音館書店

ぼくらをからないで

体操と木の実が好きで、静かに過ごしたいと思っている2匹のリスと、ともだちのウサ

ギ。森で狩りをすることに大勢が賛成するなか、リスとウサギは反対するけれど…。お

びえながらも勇気をもちつづける、小さなものたちの物語。

E エーヴァ・リンドストロム//作，よこのなな//訳 岩波書店


